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広報だより作成のため、お気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。
　　　　　　　現在町のホームページからも議会の内容や
　　　　　　　議会だよりをご覧いただけます。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　髙
　橋
　浩
　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

議会と語る会のお知らせ
　５月 15 日横川公民館・16 日湯原コミュニティセンターで「議会と
語る会」を開催いたします。皆さんのご参加お待ちしております。　

　豪
雪
と
い
う

表
現
が
ま
さ
に

現
実
と
な
っ
た

今
年
の
冬
で
し

た
。

　毎
朝
、
除
雪
車
の
音
で
目
が
覚

め
、
早
々
に
自
宅
の
雪
か
き
が
始

ま
り
ま
す
。

　ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
翌
日
は

同
じ
状
態
で
す
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
降
雪
は
雪
害
と
思
え
る
も
の

で
し
た
。

 

水
芭
蕉
が
咲
き
、
こ
ぶ
し
の
花
も

芽
吹
き
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
春
の

日
差
し
が
日
一
日
と
温
か
く
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。　こ

の
原
稿
が
出

る
頃
、
湯
原
熊
野

神
社
の
桜
が
満
開

で
す
。（髙

橋
浩
之
）

編集
後記

３月定例会の
傍聴者は19名
でした

七ヶ宿町議会だより　254号　　　16

　

湯
原
地
区
で
は
５
月
３
日
に
「
湯
原
熊
野
神
社
春
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
祭
り
の
歴
史
は
浅
く
、
地
区
の
行
事
と
し
て
昭
和
50
年
頃

か
ら
子
ど
も
が
手
づ
く
り
し
た
神
輿
で
地
区
内
を
練
り
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
59
年
に
は
、宝
く
じ
の
助
成
金
で
本
神
輿
を
購
入
し
、

地
区
の
若
者
が
中
心
と
な
り
本
格
的
な
祭
り
と
し
て
地
域
で

定
着
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
神
主
が
湯
原
熊
野
神
社
で
神
事
を
行
い
、
今
年
の

「
家
内
安
全
」「
五
穀
豊
穣
」「
交
通
安
全
」
を
祈
願
し
ま
す
。

　
桜
と
共
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
し
て
湯
原
地
区
民
上
げ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
神
輿
の
練
り
歩
き
の
後
は
、「
湯
原
ふ
れ
あ
い
館
」
に
て
直
会
（
な
お
ら
い
）
が
行
わ
れ
、

「
湯
原
大
黒
舞
」
の
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
新
し
く
地
区
に
住
ん
だ
方
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
夏
は
８
月
14
日
に
地
区
の
消
防
団
を
中
心
に
「
湯
原
盆
踊
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
区
民
上
げ
て
の
参
加
は
の
短
い
夏
を
忘
れ
る
程
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
に
帰
省
し
た
友
人
と
の
再
開
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
お
盆
に
は
湯
原
提
灯
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
度
止
め
て

い
ま
し
た
が
自
治
会
役
員
の
方
の
熱
い
思
い
に
よ
り
復
活
し

ま
し
た
。
祭
り
の
間
は
各
家
庭
に
提
灯
の
明
か
り
が
灯
り
ま

す
。

　
湯
原
地
区
の
祭
り
は
住
民
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
　
湯
原
地
区
の
祭
り

　
湯
原
地
区
の
祭
り

湯
原
自
治
会
会
長 

髙
橋
正
雄
様
よ
り
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

▲湯原の神輿

▲冬の湯原熊野神社


